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ラ
ム
ド
ン
省	

　
　
ダ
ラ
ッ
ト
少
数
民
族
高
校
奨
学
金
授
与
式

高
校
は
ダ
ラ
ッ
ト
市
の
高
台
に
あ
り
周
囲
を
緑
に
囲
ま
れ
静
か
な
環

境
で
あ
る
。

到
着
後
、
校
長
室
に
案
内
さ
れ
ロ
ー
イ
校
長
か
ら
学
校
の
説
明
を
受

け
る
。

●
校
長
先
生
の
説
明
内
容

・
ベ
ト
ナ
ム
は
54
の
民
族
で
構
成
さ
れ
、
人
口
の
約
８
割
は
キ
ン
族
で

あ
り
、
少
数
民
族
は
53
民
族
存
在
す
る
。

・
ラ
ム
ド
ン
省
に
は
全
部
で
９
校
の
少
数
民
族
の
た
め
の
学
校
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
８
校
は
小
・
中
学
校
で
高
校
は
此
処
の
１
校
だ
け
で

あ
る
。

・
学
制
は
小
学
校
５
年
間
、
中
学
校
４
年
間
、
高
校
３
年
間
、
大
学
４

年
間
で
義
務
教
育
は
小
・
中
学

校
の
９
年
間
で
あ
る
。

・
こ
の
高
校
で
は
14
の
少
数
民
族
の

学
生
が
学
ん
で
い
る
。

・
学
生
た
ち
は
全
寮
制
で
学
費
、
生

活
費
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
て
い

る
。

・
こ
の
高
校
の
生
徒
は
皆
真
面
目

で
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
お
り
、

ラ
ム
ド
ン
省
の
中
で
も
成
績
は

優
秀
で
あ
る
。
生
徒
は
１
０
０
％

卒
業
し
、
45
％
は
大
学
に
進
学
し

て
い
る
。

●
授
与
式

・
10
時
50
分
頃
か
ら
体
育
館
で
授
与

式
が
は
じ
ま
っ
た
。
体
育
館
い
っ
ぱ
い
の
５
０
０
人
を
超
え
る
生
徒

と
先
生
方
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
男
女
２
人
の
生
徒
に
よ
る
民
族
音
楽
の
歌
と
女
子

生
徒
10
人
に
よ
る
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
。

・
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
あ
い
さ
つ
で
生
徒
た
ち
か
ら
は
頻
繁
に
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

最
後
に
校
長
先
生
が
「
私
た
ち
の
学
校
の
生
徒
は
本
当
に
真
面
目

で
、
よ
く
勉
強
す
る
、
優
秀
な
生
徒
た
ち
だ
け
で
す
」
と
い
っ
た
趣

旨
の
話
を
さ
れ
た
よ
う
で
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。

・
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
鹿
児
島
支
部
川
路
団
長
あ
い
さ
つ

私
た
ち
３
人
（
山
下
、
菊
川
）
は
日
本
の
南
、
鹿
児
島
と
い
う
所

か
ら
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
の
支
援
者
は
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
一
員
と
し
て
プ
ー

ト
省
の
少
数
民
族
の
生
徒
を
支
援
し
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
鹿
児
島
支
部
と
し
て
独
立
し
て
あ
な
た
達
の
学
校
の

生
徒
を
10
人
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
は
勤
勉
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
勝

ち
、
勤
勉
な
国
民
性
の
ベ
ト
ナ
ム
は
必
ず
や
日
本
に
負
け
な
い
経
済

発
展
と
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
２
０
１
４
春
訪
問
団

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
２
０
１
４
春
訪
問
団
は
１
月
21
日
～
26
日
、
総
勢

８
人
で
実
施
。
ハ
ノ
イ
で
ベ
ト
ナ
ム
友
好
委
員
会
連
合
を
表
敬

訪
問
。
フ
ー
ト
省
少
数
民
族
高
校
奨
学
金
授
与
式
。
南
西
部
高

原
地
帯
の
ラ
ム
ド
ン
省
で
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
協
会
（
Ｖ
Ａ
Ｖ

Ａ
）
で
聞
き
取
り
、
及
び
枯
れ
葉
剤
被
害
者
家
庭
慰
問
。
同
省

で
ラ
ム
ド
ン
省
少
数
民
族
高
校
で
の
奨
学
金
授
与
式
。
南
西
部

ビ
ン
フ
ォ
ッ
ク
省
枯
葉
剤
被
害
者
協
会
（
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ
）
で
聞
き

取
り
、
及
び
被
害
者
家
庭
慰
問
。
─
─
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

鹿児島ＪＶＰＦ代表たちと一期奨学生たち
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そ
の
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
生
の
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
我
々
の
喜
び
だ
。

・
奨
学
金
授
与
式

10
人
の
奨
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
金
を
手

渡
し
た
。

・
奨
学
生
の
感
謝
の
言
葉

私
た
ち
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
来

て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
奨
学
金
を
大
切
に
使
い

夢
の
現
実
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

・
ボ
ー
ル
ペ
ン
贈
呈
式

川
路
団
長
か
ら
校
長
先
生
に
生
徒
及
び
先

生
方
約
５
６
０
名
分
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
呈

・
閉
会

●
奨
学
生
と
の
交
流
会

授
与
式
の
後
、
奨
学
生
10
人
と
会
議
室
に
て

交
流

・
奨
学
生
か
ら
、
将
来
の
進
路
、
夢
、
自
宅
か

ら
学
校
ま
で
来
る
の
に
必
要
な
時
間
な
ど
を

聞
き
取
り
し
た
。

・
進
路
に
つ
い
て

医
学
部
に
行
き
医
者
に
な
り
多
く
の
人
を

助
け
た
い
。	

５
名

師
範
大
学
に
行
き
化
学
、
及
び
英
語
の
先

生
に
な
り
た
い
。	

２
名

法
律
を
勉
強
し
て
弁
護
士
、
政
治
家
に
な

り
た
い
。	

１
名

経
営
管
理
を
勉
強
し
て
社
長
に
な
り
た

い
。	

１
名

農
林
業
大
学
校
に
行
き
た
い
。	

１
名

・
医
者
を
目
指
す
生
徒
が
多
か
っ
た
が
、
政
府

が
少
数
民
族
の
生
徒
に
医
学
を
学
ん
で
も
ら

い
出
身
地
域
で
医
療
に
従
事
し
て
も
ら
う
政

策
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
よ
う

だ
。

こ
の
た
め
、
通
常
は
難
し
い
医
学
部
へ
の

入
学
も
少
数
民
族
の
生
徒
に
は
俗
に
い
う
下

駄
を
は
か
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。
万
一
、
医

学
部
受
験
に
失
敗
し
て
も
予
科
が
あ
り
１
年

後
に
は
医
学
部
に
入
学
で
き
る
。
予
科
に
も

不
合
格
の
時
は
さ
す
が
に
医
学
部
へ
の
入
学

は
難
し
い
。

・
親
の
職
業
は
大
半
が
農
業
だ
っ
た
。こ
れ
は
、

少
数
民
族
の
住
居
地
域
が
農
山
村
部
に
あ
る

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

・
奨
学
生
か
ら
の
質
問

	

「
日
本
に
留
学
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
鎌
田
副
理
事
長
が
日
本
語
２

級
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
必
要
と
回
答
し
た

が
詳
細
に
は
回
答
で
き
な
か
っ
た
。

「
日
本
が
成
長
し
た
原
因
は
何
か
」

難
し
い
質
問
で
い
ろ
ん
な
要
因
が
あ
る
が

教
育
と
平
和
だ
と
思
う
と
回
答
し
た
。

・
最
後
に
奨
学
生
の
代
表
か
ら

「
私
た
ち
の
た
め
に
来
て
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」と
い
う
謝
辞
が
な
さ
れ
た
。

●
最
後
に
高
校
の
玄
関
で
校
長
先
生
、

奨
学
生
と
と
も
に
記
念
撮
影
を
し
て

お
別
れ
し
た
。

最
初
、
授
与
式
の
会
場
で
あ
る
体
育
館
に

足
を
踏
み
入
れ
た
時
、
歓
声
と
拍
手
で
迎
え

ら
れ
、生
徒
全
員
の
眼
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、

あ
ふ
れ
る
よ
う
な
笑
顔
に
満
ち
て
い
た
こ
と

が
衝
撃
的
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
瞳
と
笑
顔

を
最
後
に
見
た
の
は
何
時
だ
っ
た
か
な
と
思

わ
ず
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
の
学
校
は
、
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代
に
フ

ラ
ン
ス
人
と
裕
福
な
ベ
ト
ナ
ム
人
の
子
弟
教

育
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
伝
統
と
格

式
を
誇
っ
て
い
る
。
木
造
モ
ル
タ
ル
の
校
舎

だ
が
掃
除
も
行
き
届
い
て
お
り
秩
序
を
感
じ

た
。
学
生
寮
は
男
子
寮
、
女
子
寮
に
分
か
れ

て
お
り
外
見
だ
け
し
か
見
な
か
っ
た
が
整
然

と
し
た
た
た
ず
ま
い
だ
っ
た
。	

（
菊
川
）

科
大
学
に
進
学
し
て
、
医
者
に
な
る
夢
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
自
分
が
育
っ
た
少
数
民
族
の
村
に
は
、
お
医

者
さ
ん
が
い
な
く
て
、
困
っ
て
い
る
か
ら
」
と

云
う
も
の
で
し
た
。

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
生
活
習
慣
の
異
な
る
少

数
民
族
の
生
徒
達
が
3
年
間
同
じ
寄
宿
舎
で
寝

食
を
共
に
す
る
貴
重
な
経
験
を
積
む
と
共
に
、

将
来
の
夢
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
奨
学
金
を
授
与
し
て
き
ま
し
た
。

奨
学
生
の
故
郷
を
訪
ね
ま
し
た
。

	

鹿
児
島　

菊
川
明

プ
ー
ト
省
の
少
数
民
族
高
校
を
２
０
１
３
年

５
月
に
卒
業
し
帰
郷
し
た
ザ
イ
族
の
ニ
ャ
ム
さ

ん
の
故
郷
を
訪
問
し
た
。

ハ
ノ
イ
か
ら
の
道
中
、
水
牛
を
使
っ
た
代
掻

き
、
人
手
に
よ
る
田
植
え
を
見
て
今
後
こ
の
風

景
が
い
つ
ま
で
続
く
か
興
味
が
わ
い
た
。

山
間
部
に
入
り
、
道
の
両
側
に
茶
畑
が
広
が

る
赤
土
の
未
舗
装
の
道
路
が
続
き
し
ば
ら
く
し

て
目
的
地
に
到
着
。
出
発
後
４
時
間
経
過
。

到
着
後
、

ニ
ャ
ム
さ
ん

と
新
郎
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご

両
親
、
親
戚

一
同
の
歓
迎

を
受
け
る
。

親
戚
の
方

が
「
ザ
イ
族

の
人
生
の
目

標
は
三
つ
。

一
つ
目
は
結

婚
。
二
つ
目

プ
ー
ト
省
少
数
民
族
高
校
生
に

　
　
　
　
　
　

 

奨
学
金
を
授
与

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
会
長
　
松
浦
正
美

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ォ
ー
タ
ー・ビ
ジ
ョ
ン
理
事
長
）

１
月
22
日
（
水
）、
35
名
の
プ
ー
ト
省
少
数

民
族
高
校
生
に
奨
学
金
を
贈
呈
す
る
た
め
に

「
２
０
１
３
冬
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
」
の
一

員
と
し
て
同
高
校
を
訪
問
し
た
。

２
０
０
８
年
の
夏
、
奨
学
金
の
授
与
の
打
合

せ
に
訪
問
し

て
以
来
、
毎

年
同
校
を
２

回
訪
問
し
て

い
る
の
で
、

今
回
で
12
回

目
の
訪
問
。

奨
学
金
の

授
与
式
は
、

全
校
生
徒
が

出
席
し
て
新

装
な
っ
た
講

堂
で
行
わ
れ

た
。
新
た
に

奨
学
生
と
な

っ
た
新
一
年

生
10
名
の
内

5
名
が
高
校

卒
業
後
、
医

第6期プート省少数民族高校奨学生達
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ラ
ム
ド
ン
省
被
害
者
協
会
訪
問

	

（
１
月
24
日
午
後
）

	

鹿
児
島　

川
路
孝

・
副
会
長
ロ
ウ
さ
ん
と
２
～
３
人
の
事
務
局
の

方
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
場
所
は
、
人
民
委
員
会
の
建
物
内

・
ラ
ム
ド
ン
省
内
の
状
況
説
明
を
受
け
た
後
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

・
ラ
ム
ド
ン
省
内
の
状
況
説
明
で
は
、

　
　

ラ
ム
ド
ン
省
内
に
は
、
約
２
千
人
の
被
害

者
が
い
る

　
　

そ
の
内
、
ダ
ラ
ッ
ト
に
は
１
９
８
人

　
　

殆
ん
ど
が
軍
人　
　

２
世
も
い
る

・
ロ
ウ
さ
ん
の
孫
（
18
歳
・
女
性
）
も
、
体
が

変
化
。
左
足
が
１
㎝
短
い
。
３
世
だ
。

・
患
者
は
、25
歳
か
ら
82
歳
。
死
亡
者
は
、肺
・

肝
臓
・
神
経
の
癌
だ
。

・
重
い
病
気
で
動
け
な
い
人
も
い
る
。
ま
た
、

い
つ
病
気
に
な
る
か
判
ら
な
い
。
出
た
ら
死

亡
す
る
と
思
う
。

・
自
分
は
、１
９
６
５
年
か
ら
１
９
７
２
年
に
、

３
回
攻
撃
を
受
け
た
。
１
回
は
、
３
日
後
に

は
大
き
な
木
が
無
く
な
っ
た
。

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
近
く
ま
で
。
当
初
、
枯

葉
剤
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

・
ダ
ラ
ッ
ト
は
、
直
接
攻
撃
は
受
け
な
か
っ
た

が
、
南
西
の
方
が
受
け
た
。
ダ
ラ
ッ
ト
の
患

者
は
、
戦
場
で
受
け
て
帰
っ
て
き
た
人
。

・
自
分
の
家
族
の
中
で
、
２
つ
の
家
族
は
、
子

供
が
出
来
な
い
。

・
政
府
は
、
戦
争
参
加
者
だ
け
補
償
。
人
民
に

は
援
助
が
な
い
。
か
わ
い
そ
う
。
３
世
の
時

代
は
大
変
。

・
今
日
の
訪
問
先
は
、
82
歳
の
父
と
子
供
た
ち

の
と
こ
ろ
。

・
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の
賠
償
請
求
を
考
え
た

が
、
今
は
考
え
て
い
な
い
が
、
外
国
か
ら
の

援
助
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

・
日
本
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
あ
り
が
た

い
。
み
ん
な
に
伝
え
る
。

・
訪
問
団　

17
種
以
外
の
症
状
へ
の
賠
償
無
い

が
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

政
府
の
政
策
が
あ
る
。

・
訪
問
団　

あ
っ
て
も
な
く
て
も
生
活
で
き
る

か
ら
、
そ
れ
以
上
求
め
な
い
の
か
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

５
０
０
人
ぐ
ら
い
調
査
中
。
軍

人
以
外
の
調
査
は
な
い
。
殆
ん
ど
少
数
民
族

だ
。

・
訪
問
団　

相
談
す
る
人
や
相
談
す
る
と
こ
ろ

は
あ
る
の
か
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

政
府
は
面
倒
み
て
い
る
が
、
生

活
は
大
変
。
被
害
者
協
会
の
全
員
で
は
な
い
。

・
訪
問
団　

今
会
員
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

生
活
が
貧
し
い
。
医
療
費
は
無

料
だ
が
、
子
供
は
、
20
％
必
要
。

	

た
く
さ
ん
掛
る
な
ら
治
療
は
し
な
い
で
死
ん

で
い
る
。

・
訪
問
団　

被
害
者
協
会
の
活
動
は
、

	

ロ
ウ
さ
ん　

２
年
前
、
２
０
０
０
ド
ン
も
ら

っ
て
、
み
ん
な
に
配
っ
た
が
、
今
は
な
い
。

	

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
求
め
た
い
。

	

８
月
10
日
は
、
枯
葉
剤
の
日
。
金
集
め
て
、

困
っ
て
い
る
人
に
配
る
。

	

被
害
者
協
会
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
っ
て
い

る
。
口
座
も
載
せ
て
い
る
。

	

訪
問
団　

ダ
ラ
ッ
ト
は
、
金
持
ち
多
そ
う
だ

が
、
地
域
の
人
か
ら
支
援
は
あ
る
の
か
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

あ
ま
り
な
い
。
店
の
看
板
に
協

力
要
請
の
表
示
し
て
い
る
。

・
訪
問
団　

病
院
な
ど
施
設
は
あ
る
の
か
。

	
ロ
ウ
さ
ん　

市
の
土
地
は
あ
り
、
25
人
ぐ
ら

い
治
療
し
て
い
る
が
、
多
く
な
い
。

	

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
必
要
だ
が
、
先
生
が
い
な
い
、

働
く
人
が
い
な
い
。

	

医
者
の
診
療
は
無
料
だ
が
、
ホ
テ
ル
や
食
事

な
ど
本
人
負
担
で
厳
し
い
。

・
訪
問
団　

も
っ
と
調
査
す
べ
き
で
は
？　

ア

ピ
ー
ル
不
足
で
は
？

	

具
体
化
の
判
断
材
料
な
い
の
で
は
？

・
訪
問
団　

２
０
０
０
人
の
内
訳
は
？

	

ロ
ウ
さ
ん　

少
数
民
族
が
10
％

・
訪
問
団　

全
国
で
の
話
し
合
い
は
な
い
の
で

す
か
。

	

ロ
ウ
さ
ん　

全
国
は
金
が
な
い
。
集
ま
る
こ

と
考
え
て
い
な
い
。

	

戦
地
と
の
交
流
は
な
い
。

	

カ
ン
パ
の
要
請
す
る
。

は
水
牛
を
買
う
こ
と
。
三
つ
目
は
家
を
建
て
る

こ
と
。
こ
の
う
ち
、
１
番
簡
単
な
の
が
結
婚
。

水
牛
は
１
頭
15
～
25
万
円
、
家
は
お
金
が
か
か

る
の
で
大
変
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

歓
迎
の
宴
が
始
ま
る
。
料
理
は
茹
で
た
鶏
肉
、

豚
肉
、
自
家
製
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
と
白
御
飯
。

薄
味
で
ニ
ョ
ク
マ
ム
、
塩
を
付
け
て
食
べ
る
。

酒
は
焼
酎
に
木
の
皮
や
草
を
漬
け
た
も
の
で
薬

草
酒
の
よ
う
な
味
が
し
た
。

ほ
ろ
酔
い
機
嫌
に
な
り
「
静
か
な
山
里
で
、

明
確
な
人
生
の
目
標
を
持
ち
、
水
稲
を
栽
培
、

家
畜
を
飼
い
、
余
っ
た
コ
メ
は
販
売
し
、
親
戚

中
が
助
け
合
い
、
年
に
数
回
集
ま
っ
て
宴
会
を

開
く
。
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
な
い
が
精
神
的
に

は
豊
か
な
生
活
と
思
っ
た
が
４
時
間
弱
の
滞
在

で
は
本
質
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い
つ
つ
帰
路
に

つ
い
た
。

枯
葉
剤
爆
弾
被
災
地
を
調
査
・
慰
問

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
２
０
１
４
春
訪
問
団

ラ
ム
ド
ン
省
で
家
庭
慰
問

	

鹿
児
島　

山
下
順
子

ウ
ェ
ン
・
デ
ィ
ン
・
ツ
ェ
さ
ん
を
訪
ね
て

１
月
24
日
午
後
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
役
員
の
方
と

共
に
豊
か
と
は
言
え
な
い
た
た
ず
ま
い
の
ウ
ェ

ン
・
デ
ィ
ン
・
ツ
ェ
さ
ん
宅
を
訪
ね
た
。

86
歳
の
ツ
ェ
さ
ん
は
手
が
震
え
て
い
る
。
１

９
４
４
年
に
軍
隊
に
入
り
、
フ
ァ
ン
チ
ー
・
ビ

ン
キ
ー
県
で
フ
ラ
ン
ス
軍
と
戦
い
、
ま
た
60
年

か
ら
67
年
に
か
け
て
フ
ァ
ン
チ
ー
、
フ
エ
で
ア

メ
リ
カ
軍
と
戦
い
働
き
盛
り
を
戦
争
に
捧
げ
た

人
で
あ
っ
た
。

66
年
と
67
年
に
２
回
敵
に
捕
ま
り
刑
務
所
で

拷
問
を
受
け
、
手
の
震
え
は
そ
の
後
遺
症
だ
と

い
う
。
妻
も
軍
人
だ
っ
た
が
す
で
に
死
亡
し
て

お
り
、
子
供
は
６
人
。
ツ
ェ
さ
ん
と
一
緒
に
私

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
44
歳
の
長
女
。
彼

女
は
一
人
で
歩
く
こ
と
が
困
難
で
姪
ら
し
き
人

に
支
え
ら
れ
椅
子
に
腰
か
け
た
。
聞
き
取
り
の

間
、
顔
の
表
情
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
一
言
の

声
も
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ツ
ェ
さ
ん
に
よ
る

と
言
葉
は
話
せ
た
り
、
話
せ
な
か
っ
た
り
と
い

う
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
５
人
目
の
子
供
（
男
性
）
は
精
神
疾

患
を
患
い
、
最
近
住
宅
を
焼
失
さ
せ
、
そ
の
時
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彼
の
妻
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
孫
は
８
人
い
た

が
、
そ
の
う
ち
二
人
は
既
に
死
亡
。
枯
葉
剤
が

原
因
と
ツ
ェ
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。（
ど
こ
で

被
爆
し
た
か
聞
け
な
か
っ
た
。）

国
か
ら
の
補
償
は
ツ
ェ
さ
ん
が
月
に
３
５
０

万
ド
ン
・
長
女
は
月
１
１
０
万
ド
ン
で
あ
る
。

（
１
ド
ン
は
約
２
０
０
～
２
５
０
分
の
１
円
）

手
の
震
え
が
な
け
れ
ば
一
見
健
康
そ
う
に
見

え
る
ツ
ェ
さ
ん
で
あ
る
が
、
妻
の
死
・
子
供
の

発
病
・
孫
の
死
と
大
き
な
苦
悩
を
背
負
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
健
康
で
あ
れ
ば
で
き
る
で
あ

ろ
う
農
作
業
も
十
分
で
き
な
い
状
況
の
中
で
国

の
補
償
が
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
甘
ん
じ

て
い
る
た
め
か
語
り
口
は
静
か
で
将
来
に
対
す

る
希
望
は
聞
け
な
っ
た
。

日
本
の
原
爆
の
被
爆
２
世
・
３
世
が
生
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
枯
葉
剤
被
爆

２
世
・
３
世
が
数
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
綿
密

な
調
査
の
も

と
に
我
々
に

で
き
る
支
援

の
あ
り
方
を

探
る
と
と
も

に
、
共
に
生

き
る
た
め
の

支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

ン
フ
ォ
ッ
ク
省
で
被
害
者
家
庭
慰
問
を
実
施
し

た
。ま

ず
、
ピ
ン
フ
ォ
ッ
ク
省
庁
舎
会
議
室
で
県

副
知
事
や
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ（
被
害
者
協
会
）の
会
長
・

副
支
長
・
支
部
長
な
ど
と
会
談
、
米
軍
か
ら
８

０
０
万
ℓ
の
枯
葉
剤
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
含
有
３

６
０
㎏
・
致
死
量
４
０
０
万
人
／
ｇ
）
が
撒
か

れ
ピ
ン
フ
ォ
ッ
ク
で
軍
隊
な
ど
に
４
０
０
０
人

以
上
の
被
害
に
対
し
、
国
か
ら
の
援
助
は
９
０

６
人
で
25
歳
か
ら
82
歳
と
い
う
の
が
現
状
、
ガ

ン
で
な
く
な
る
の
が
一
番
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
肺
・
肝
臓
・
神
経
性
疾
患
な
ど
あ

り
、
当
初
の
米
国
基
準
の
17
病
症
被
害
に
対
し

て
の
み
被
害
者
認
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
被

害
の
範
囲
は
、
す
で
に
第
３
世
代
に
移
っ
て
い

る
が
、
半
世
紀
た
っ
た
現
在
で
も
全
て
を
調
査

で
き
て
い
な
い
た
め
、
軍
関
係
者
以
外
に
も
大

勢
の
被
害
者
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

多
く
の
人
は
、
ガ
ン
の
恐
怖
や
健
康
被
害
な
ど

障
害
の
不
安
を
引
き
ず
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
活
動
は
、
被
害
者
の
家
の
建
築
や

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
支
援
、
家
庭
訪
問
、
子
供
の

学
資
支
援
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
国

か
ら
の
補
助
で
は
全
然
足
り
て
い
な
い
こ
と
か

ら
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
義
援
金
募
集

や
商
店
な
ど
に
置
く
募
金
カ
ン
パ
活
動
な
ど

様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。米

国
は
、
自
国
の
兵
士
に
対
す
る
被
害
者
救

済
（
現
在
25
病
症
）
は
行
な
っ
て
い
る
が
、
ベ

ト
ナ
ム
に
対
す
る
被
害
者
補
償
な
ど
は
行
な
っ

て
い
な
い
。
改
め
て
、
米
国
が
世
界
の
各
地
域

で
起
こ
し
て
き
た
戦
争
の
悲
惨
さ
と
化
学
兵
器

（
枯
葉
剤
・
サ
リ
ン
・
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
）
使
用

問
題
、人
権
無
視
・
戦
後
補
償
の
問
題
に
対
し
、

国
際
社
会
が
恒
久
平
和
を
目
指
す
た
め
に
何
が

必
要
で
あ
る
か
前
向
き
に
議
論
す
べ
き
と
感
じ

た
。続

い
て
、
被
害
者
家
庭
慰
問
で
最
初
に
バ

オ
・
チ
ェ
ン
82
歳
宅
（
農
家
）
を
訪
問
。
出
身

は
夫
婦
と
も
現
在
地
で
１
９
６
２
年
か
ら
軍
隊

参
加
。
子
供
を
５
人
授
か
っ
た
が
２
人
亡
く
な

っ
た
。
長
女
（
１
９
５
８
年
生
）
は
結
婚
し
て

３
人
の
子
供
が
出
来
た
が
一
番
目
の
子
は
２
～

３
カ
月
で
病
死
。
２
人
の
孫
を
儲
け
る
。
現
在
、

妻
と
長
男
バ
オ
・
コ
ン
カ
イ
（
１
９
６
１
年

生
）、
孫
（
１
９
８
５
年
生
）
と
生
活
。
生
活

は
国
か
ら
本
人
２
０
０
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
、
長
男
（
無

職
）
50
～
60
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
、
孫
（
ダ
ウ
ン
症
）
１

０
０
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
、

妻
に
は
援
助
な
し

の
状
況
で
あ
っ

た
。
副
知
事
や
関

係
職
員
等
と
大
勢

の
訪
問
で
緊
張
さ

れ
て
言
葉
少
な
め

で
あ
っ
た
が
、
日

本
か
ら
の
慰
問
と

い
う
こ
と
で
感
激

し
た
様
子
で
あ
っ

た
。次

に
、
二
番
目
の
慰
問
先
へ
異
動
。
○
氏
名

聞
き
忘
れ
○
74
歳
（
農
家
・
ゴ
ム
）
を
訪
問
。

出
身
は
現
在
地
で
１
９
５
７
年
か
ら
軍
隊
で
郵

便
業
務
に
従
事
し
て
い
た
。
１
９
６
４
年
に
枯

葉
剤
が
３
回
撒
か
れ
、
１
回
目
に
高
い
木
、
２

回
目
に
中
間
の
木
、
３
回
目
に
低
い
木
の
順
番

で
枯
れ
て
い
っ
た
。
屋
外
で
直
接
被
害
に
あ
っ

た
時
の
状
況
は
、
枯
葉
剤
が
雨
の
よ
う
に
降
り

注
ぎ
目
が
真
っ
赤
に
充
血
、
身
体
じ
ゅ
う
の
関

節
が
痛
く
て
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
。
本
人
の
症

状
は
、
慢
性
的
な
胃
痛
と
背
中
を
一
度
手
術
し

た
も
の
の

一
日
に
複

数
回
の
左

肩
神
経
が

痙
攣
を
お

こ
し
左
腕

が
ひ
き
つ

る
症
状
が

発
症
。
訪

問
中
３
回

も
発
症
。

そ
の
た
び
に
二
男
が
腕
伸
ば
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
二
回
の
婚
姻
歴
が

あ
る
が
、
１
回
目
（
１
９
６
８
年
）
の
子
供
は

死
亡
し
た
。
２
回
目
の
長
男
も
死
亡
。
二
男
ウ

エ
ン
ミ
ン
カ
イ
（
１
９
７
０
年
生
）
は
下
肢
に

障
害
。
三
男
は
脳
に
障
害
が
あ
る
も
の
の
生
活

に
直
接
支
障
は
な
い
。
当
時
、
妻
は
父
親
が
死

亡
し
、
軍
隊
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
が
影
響

は
出
て
い
な
い
。
他
に
孫
（
８
歳
）
が
い
る
が

影
響
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
生
活
は
、
国
か
ら

本
人
２
０
０
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
、
二
男
70
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
、

三
男
と
妻
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
他
に
ゴ

ム
園
５
０
０
本
を
任
さ
れ
週
三
回
の
収
穫
日
に

40
万
Ｖ
Ｎ
Ｄ
／
日
あ
り
、
被
害
者
の
中
で
も
裕

福
な
家
庭
と
思
わ
れ
た
が
、
日
々
の
激
痛
や
何

世
代
に
も
続
く
後
遺
症
不
安
等
悲
惨
な
状
況
を

抱
え
な
が
ら
も
終
始
笑
顔
で
我
々
に
応
対
し
て

頂
き
、
胸
が
痛
む
思
い
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
た

後
も
戦
争
被
害
に
苦
し
む
人
々
が
多
く
存
在
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
の
尊
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
戴
い
た
訪
問
だ
っ
た
。

ビ
ン
フ
ッ
ク
省
枯
葉
剤
被
害
者
調
査

	

香
川　

豊
島
和
治

２
０
１
４
年
１
月
25
日
11
：
00
～

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
枯
葉
剤
被
害
者
支
援
活
動
一
環

と
し
て
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
約
１
０
０
㎞
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
境
の
枯
葉
剤
被
害
の
大
き
か
っ
た
ピ
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さ
る
５
月
９
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
国
立
音
楽
院
ホ
ー
ル
で
「
日
越
友
好

交
流
コ
ン
サ
ー
ト
」（
主
催
：
角
田
音
楽
企
画
、

共
催
：
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
立
音
楽
院
、
後
援
：
ホ

ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館
、
協
力
：
日
本

ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
連
絡
会
議
（
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
）、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
友
好
連
合
委
員
会
（
Ｈ
Ｕ
Ｆ

Ｏ
））
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
角
田
音
楽
企
画
代
表
の
角
田
和
弘
さ

ん
が
２
０
１
２
年
９
月
、
ハ
ノ
イ
で
公
演
の
機

会
を
得
て
以
来
、
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
友
好
の

気
持
ち
を
、
特
に
若
い
日
越
の
声
楽
家
た
ち
の

交
流
を
通
じ
て
取
り
組
み
た
く
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
に

協
力
を
依
頼
、
２
０
１
３
年
９
月
か
ら
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
国
立
音
楽
院
と
企
画
に
つ
い
て
協
議
し

準
備
し
て
き
た
も
の
。

公
演
は
、４
０
０
人
の
会
場
一
杯
の
観
客（
会

場
か
ら
あ
ふ
れ
た
人
も
）
と
な
り
、
日
越
の
声

楽
家
た
ち
に
よ
る
ベ
ル
カ
ン
ト
の
歌
声
は
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
の
歌
を
ベ
ト

ナ
ム
の
声
楽
家
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歌
を
日
本
の

声
楽
家
が
唱
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
夫
は
多
く
の

ベ
ト
ナ
ム
人
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
若
い
声
楽
家
、
音
楽
家
た
ち

は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
国
立
音
楽
院
の
声
楽
科
の
学

生
た
ち
（
約
50
人
）
と
交
流
会
を
持
ち
、
音
楽

教
育
の
仕
組
み
、
内
容
、
卒
業
後
の
仕
事
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

滞
在
中
、
日
本
の
若
い
声
楽
家
、
音
楽
家
た

ち
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
全
盲
学
校
を
慰
問
し
、
双

方
の
出
し
物
で
交
流
公
演
、
寸
志
を
寄
付
し
て

き
ま
し
た
。

資 料

【ビンフック省ホンワン県の枯葉剤被害状況　報告】

ビンフック省人民委員会はJVPFとの会議にあたり、以下、ホンワン
県の枯れ葉剤被害者情報について報告する。
１─被害者協会について
枯葉剤被害者協会（VAVA）2010年10月06日に設立。執行委員は13人。
13人中女性が３人、男性が10人。役員は会長１人、副会長１人。事務
所は赤十字と共に仕事をしている。
２─被害者の特徴と生活状況
①被害者の数量
ホンワン県の枯れ葉剤被害者は46人が保護されている。被害者は80
人存在しており、男性が53人、女性が27人。ホンワン県13の村のうち
12の村に居住しておる。アンクゥン村には被害者いない。
②被害者の年齢と病気の情報。
71歳から80歳まで６人。61歳から70歳まで12人。50歳から60歳まで
16人。50歳以下46人。
直接、枯葉剤を浴びた被害者は今ほとんど病気。病気は神経や癌や
糖尿病などで34人。
保護対象は良い生活の人が４人、平均の生活の人が33人、平均以下
の人が９人、生活困窮者はいない。
３─被害者の仕事。
両親の世代はほとんど病気なので家で子供たちのために手伝うだけ。
子供の世代はほとんど病気のせいで労働できない。脳障害がなく肢
体不自由な場合田舎で農業をやるとか工夫して仕事を仕事している。
４─協会の被害者支援の方針
枯葉剤被害協会（VAVA）は設立後４年間支援活動をしてきたが、
まだまだ困ることが多い。現在、協会の委員会は被害者支援の状態を
把握して活動をすすめている。被害者の生活を安定させ、治療を提供
すること。毎年二回、８月10日【枯れ葉剤会合開催記念日】とお正月
（テト）に協会は枯葉剤被害者家庭を慰問し寄付をしている。
2010年から今まで支援の合計は1.136お土産個　の値段は285.000.000
ドン。2014年お正月（テト）の時は80人の被害者に300.000ドン相当の
支援物資を贈呈。協会として、被害者の困窮状態を視察して２軒の「仁
愛家」を建てる。「仁愛の家」の値段は45.000.000ドン。また、ホンワ
ン県労働・傷病兵・福祉局は農業銀行と協力し２軒の「仁愛の家」を
建て寄付した。値段は60.000.000ドン。	 	 	 以上

日
越
友
好
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功
裏
に
開
催
さ
る

日
越
友
好
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功
裏
に
開
催
さ
る

広
が
る
友
好
交
流

広
が
る
友
好
交
流

2014年01月25日

◆◆◆
掲
示
板
◆◆◆
　

一
、
８
月
８
日
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
埼
玉

連
絡
会
は
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の

枯
葉
剤
被
害
者
支
援
訪
問
団
実

施
。
被
害
者
へ
の「
仁
愛
の
家
」寄

付
な
ど
行
い
、
８
月
10
日
の
「
枯

葉
剤
爆
弾
投
下
」
に
行
わ
れ
る
行

事
に
参
加
。

二
、
例
年
、
８
月
に
実
施
し
て
き
た

“
タ
イ
ビ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
〟

は
、
準
備
が
整
わ
ず
、
12
月
予
定

の
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
友
好
訪
問
団
の
際
に

合
わ
せ
て
計
画
。

三
、
２
０
１
４
年
度
秋
ベ
ト
ナ
ム
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
は
、
別
表
の
よ

う
に
10
月
５
日
か
ら
実
施
。

四
、
広
島
の
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
ク
ア
ン
チ

省
少
数
民
族
高
校
生
奨
学
金
授
与

の
た
め
11
月
ご
ろ
訪
問
予
定
。

五
、
枯
れ
葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
・

調
査
の
た
め
の
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
友
好
訪

問
団
は
12
月
初
旬
計
画
中
。
詳
細

は
９
月
に
ご
案
内
。

六
、
枯
葉
剤
被
害
者
追
跡
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製

作
の
た
め
の
現
地
取
材
ク
ル
ー
を

計
画
中
。
今
年
度
内
に
製
作
。

七
、
２
０
１
５
年
４
月
の
「
南
部
解

放
・
統
一
40
周
年
」
を
記
念
し
た

訪
問
団
を
計
画
中
。
ご
予
定
を
要

請
し
ま
す
。

ホーチミン国立音楽院ホールでの終演の模様
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さ
る
５
月
24
日
、
東
京
で
第
７
会
総
会

が
開
催
さ
れ
総
会
議
案
を
採
択
し
ま
し

た
。
以
下
、内
容
要
約
を
報
告
致
し
ま
す
。

ま
た
総
会
で
は
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
村
山
富
市
会

長
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
ド

ァ
ン
・
ス
ァ
ン
・
フ
ン
大
使
の
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

Ⅰ
、
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告	

	
（
一
号
議
案
、
要
約
）

【
組
織
活
動
】

─
─
２
０
１
３
年
度
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
活

動
開
始
13
年
目
で
、
同
時
に
日
越
外
交
関

係
樹
立
40
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
９
月
に

ハ
ノ
イ
で
日
越
外
交
関
係
樹
立
40
周
年
記

念
行
事
が
行
わ
れ
、
村
山
会
長
も
招
待
さ

れ
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

ベ
ト
ナ
ム
友
好
委
員
会
連
合
か
ら
佐
藤
晴
男
・
副
会
長
、
大

西
繁
治
・
理
事
長
、
及
川
光
行
事
務
局
長
に
「
友
好
勲
章
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
推
薦
し
た
個
人
、

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

─
─
40
周
年
を
記
念
し
て
劇
団
わ
ら
び
座
が
ハ
ノ
イ
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
で
開
催
し
た
「
友
好
公
演
」
に
つ
い
て
Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
は
全
面
的
に
協
力
し
成
功
を
収
め
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き

出
来
事
で
し
た
。
ま
た
日
越
外
交
関
係
樹
立
40
周
年
記
念
の

事
業
と
し
て
、
８
月
に
は
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
ク
ア
ン
ナ
ム
省

友
好
委
員
会
連
合
と
、
10
月
に
は
広
島
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
ク
ア
ン

チ
省
友
好
委
員
会
連
合
と
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
現
地
で
40
周

年
行
事
を
行
い
ま
し
た
。─

─
以
下
略
─
─　

【
事
業
】

１
、
教
育
支
援
事
業
（
１
）	

	

─
─
少
数
民
族
出
身
高
校
生
奨
学
金
支
援

フ
ゥ
ー
ト
省
で
の
少
数
民
族
高
校
生
奨
学
金
支
援
事
業
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
の
ク

ア
ン
チ
省
、
社
団

法
人
・
時
遊
人
の
ニ
ン
ビ
ン
省
は
継
続
中
で
、
新
規
に
鹿

児
島
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
ラ
ム
ド
ン
省
で
開
始
し
ま
し
た
。

２
、
教
育
支
援
事
業
（
２
）	

	

─
─
村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校

「
再
建
方
策
」
に
基
づ
く
事

業
（
留
学
セ
ン
タ
ー
事
業
、

奨
学
金
付
自
販
機
設
置
活
動
）

の
展
開
は
進
展
せ
ず
。

育
英
基
金
の
よ
る
支
援
は

２
０
１
３
年
８
月
で
終
了
。

９
月
以
降
、
経
営
の
目
途
を

つ
け
て
き
て
お
り
、
少
年
少

女
宮
殿
で
も
日
本
語
教
室
の

開
設
（
無
料
）、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ

委
託
に
よ
る
専
門
大
学
の
日
本
語
教
育
へ
の
教
師
派
遣
、
分

校
（
教
室
）
開
設
な
ど
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

運
営
支
援
と
し
て
日
本
の
企
業
か
ら
寄
付
金
も
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
福
岡
支
部
が
ハ
ノ
イ
大
学
と
２
０
１
３
年
８
月

開
設
し
た
「
日
本
言
語
・
文
化
・
教
育
促
進
セ
ン
タ
ー
」
の

活
動
展
開
と
提
携
し
て
い
く
こ
と
と
し
新
年
度
で
具
体
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
、
国
際
協
力
事
業
（
１
）	

	

─
─
枯
葉
剤
被
害
者
支
援
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

枯
葉
剤
爆
弾
被
害
の
調
査
と
支
援
は
、
前
年
度
の
南
部
地

域
の
調
査
を
皮
切
り
に
、
未
だ
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
と
し
て
足
を
運
ん

で
い
な
い
地
域
へ
の
実
態
調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。「
２
０
１
３
春
友
好
訪
問
団
」（
５
月
）
で
中
部
高
原

地
帯
の
ダ
ク
ラ
ク
省
、「
２
０
１
３
年
１
月
友
好
訪
問
団
」
で

南
東
部
の
ラ
ム
ド
ン
省
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
の
範
囲
の
広
さ
、
奥
に
深
さ
に
あ

ら
た
め
て
感
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
の
柱

と
し
て
、
被
害
者
の
と
こ
ろ
に
足
を
運
び
、
聞
き
取
り
、
そ

し
て
記
録
し
て
い
く
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
医
療
器
具
支

援
、「
仁
愛
の
家
作
り
支
援
」
を
続
け
、
広
島
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
も
激

第 ７ 回  総 会 報 告
“ディエンビエンフーの戦い”（５月７日が記念日）から60周年、

来年の“サイゴン解放”（４月30日）は40周年、友好の年にしていくことを確認

5,633,737

受取会費 795,000

寄付金 0

助成金 0

事業収益 2,011,560

その他 45,025

2,782,152

事業費 1,602,792

管理費 1,179,360

当期経常増減額 69,433

経常外収益 0

経常外費用 0

当期正味財産増減額 69,433

前期繰越正味財産額 -276,311

次期繰越正味財産額 -206,878

233,132

233,122

現金預金 30,622

売掛金 202,500

0

440,000

440,000

未払金 240,000

前受金 50,000

短期借入金 150,000

0

前期繰越正味財産額 -276,311

当期正味財産増減額 69,433

正味財産合計 -206,878

負債及び正味財産合計 233,122

２０１３活動計算書

２０１３年度貸借対照表

経常収益

経常費用

資産合計

負債合計

１流動資産

２固定資産

１流動負債

２固定負債

中央は総会で挨拶する村山富市会長
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戦
地
ク
ア
ン
チ
省
で
被
害
者
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

４
、
国
際
協
力
事
業
（
２
）	

	
─
─
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

タ
イ
ビ
ン
省
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で「
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
２

０
１
３
年
８
月
）
実
施
し
て
き
ま
し
た
。。

５
、
国
際
協
力
事
業
（
３
）	

	

─
─
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ

ー
ト

２
０
１
３
年
度
は
東
日
本
を
中
心
に
13
か
所
で
開
催
し
ま

し
た
。
他
に
ラ
イ
ブ
公
演
一
回
、
特
別
支
援
学
校
公
演
一
回
、

長
崎
く
ん
ち
祭
り
参
加
、
な
ど
友
好
大
使
と
し
て
の
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

ま
た
協
力
を
い
た
だ
い
た
開
催
地
と
相
談
し
「
東
日
本
大

震
災
被
災
者
支
援
・
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
被
害
者
支
援
」
も

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
支
援
金
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

６
、
国
際
交
流
事
業
（
１
）	

	

─
─
い
け
ば
な
交
流

実
現
せ
ず

７
、
国
際
交
流
事
業
（
２
）	

	

─
─
村
山
日
本
語
学
校
高
校
生
夏
季
日
本
研
修

条
件
整
わ
ず
、
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
、
そ
の
他
の
事
業
（
１
）	
	

─
─
会
員
及
び
企
業
の
交
流
支
援
事
業
及
び
事
業
展
開
へ

の
協
力

わ
ら
び
座
の
日
越
国
交
40
周
年
友
好
公
演
開
催
に
協
力
し
、

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

Ⅱ
、
２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
（
三
号
議
案
、
要
約
）

【
組
織
活
動
】

─
─
２
０
１
４
年
度
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
活
動
開
始
14
年
目
（
結

成
１
９
９
９
年
）
と
な
り
、
来
年
度
は
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
時
に
ベ
ト
ナ
ム
の
南
部
解
放
・
統
一
40
周
年
を
迎
え
る
前

年
で
す
の
で
、
今
年
度
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
準
備
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
4
月
30
日
の
記
念
日
に
あ

わ
せ
て
訪
問
団
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
組
織
の
強
化
発
展
の
た
め
に
以
下
の
こ
と
を
進
め
て

い
き
ま
す
。（
以
下
、
略
）

【
事
業
】
─
─
要
約
─
─

１
、
教
育
支
援
事
業
（
１
）	
	

─
─
少
数
民
族
出
身
高
校
生
奨
学
金
支
援

２
、
教
育
支
援
事
業
（
２
）	

	

─
─
村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校

３
、
国
際
協
力
事
業
（
１
）	

	

─
─
枯
葉
剤
被
害
者
支
援
の
た
め
の
活
動

４
、
国
際
協
力
事
業
（
２
）	

	

─
─
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
へ
の
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

５
、
国
際
協
力
事
業
（
３
）	

	

─
─
ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

６
、
国
際
交
流
事
業
（
１
）	

	

─
─
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

７
、
国
際
交
流
事
業
（
２
）	

	
─
─
小
中
生
夏
季
日
本
研
修

８
、
そ
の
他
の
事
業
（
１
）	

	

─
─
会
員
及
び
企
業
の
交
流
支
援
事
業
及
び
事
業
展
開
へ

の
協
力

Ⅲ
、
定
款
変
更
に
つ
い
て
（
六
号
議
案
）

従
た
る
事
務
所
（
香
川
県
高
松
市
浜
ノ
町
60
─
77　

香
川

県
自
治
労
会
館
内
）
を
廃
止
す
る
こ
に
し
ま
し
た
。
従
っ
て
そ

れ
に
伴
い
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
の
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

Ⅳ
、
選
出
さ
れ
た
役
員
体
制
（
五
号
議
案
）

　

会　
　

長　

村
山
富
市
（
再
任
）

　

副
会
長　

佐
藤
晴
男
（
再
任
）、
川
渕
映
子
（
再
任
）、

　
　
　
　
　
　

松
浦
正
美
（
再
任
）、
冨
岡　

勉
（
再
任
）、

　
　
　
　
　
　

赤
木
達
男
（
新
任
）、
山
下　

茂
（
新
任
）

　

理
事
長　

大
西
繁
治
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

鎌
田
篤
則
（
再
任
）、
金
光
秀
人
（
新
任
）

　

事
務
局
長　

及
川
光
行
（
再
任
）

　

事
務
局
次
長　

宝
田
公
治
（
再
任
）

※
理
事
役
員
は
上
記
役
職
の
方
々
を
含
め
40
人
。

　

新
任
理
事　

羽
根
正
憲
、
伊
藤
剛
、
田
中
翔
、
岡
田
新
一
、

　
　
　
　
　
　

金
子
豊
貴
男
、
金
光
秀
人

　

監　
　

事　

田
中
秀
樹
（
新
任
）

な
お
、
以
下
の
方
が
役
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

砂
川　

保
（
副
会
長
）、
当
麻　

実
（
理
事
）、

　

野
田
邦
治
（
理
事
）、
油
田　

清
（
理
事
）、

　

田
中
秀
樹
（
理
事
）、
日
高
邦
夫
（
監
事
）

2014ベトナムアンサンブル公演日程（調整６月１日）
2014年度は19年目のチャリテイコンサートを迎えます。未だ、開催予
定数に至りません。開催地確保のためご協力をお願い致します。
10月05日（日） 鹿児島市／中央公民館ホール
10月06日（月） 宮崎・延岡市／総合文化センター小ホール
10月07日（火） 熊本・山鹿市／八千代座
10月08日（水） （未定）
10月09日（木） 大分・豊後大野市／エイトピアおおの
10月10日（金） （未定）
10月11日（土） 福岡市内（会場未定）
10月12日（日） 移動日
10月13日（月・休） 広島・尾道市／公会堂ホール
10月14日（火） （未定）
10月15日（水） （未定）
10月16日（木） （未定）
10月17日（金） （未定）
10月18日（土） 兵庫・尼崎市女性センターホール
10月19日（日） 香川・丸亀市／アイレックスホール
10月20日（月） 移動日
10月21日（火） 神奈川・藤沢市／商工会館多目的ホール
10月22日（水） 埼玉・朝霞市／市民会館ホール
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５
月
24
日
の
第
７
回
総
会
後
、
友
好
勲
章
祝

賀
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は
駐

日
ベ
ト
ナ
ム
社
会

主
義
共
和
国
ド
ァ
ン
・
ス
ァ
ン
・
フ
ン
大
使
、

村
山
富
市
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
会
長
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
ご
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
祝
賀
会
は
昨
年
９
月
、
ハ
ノ
イ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
日
越
友
好
40
周
年
行
事
」
で
、

永
年
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
友
好
活
動
に
尽
力
し
て

き
た
関
係
者
に
友
好
勲
賞
の
授
与
が
な
さ
れ
、

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
で
は
佐
藤
晴
男
副
会
長
、
大
西
繁
治

理
事
長
、
及
川
光
行
事
務
局
長
が
ベ
ト
ナ
ム
友

好
員
会
連
合
の
ホ
ン
会
長
よ
り
拝
受
し
た
こ
と

を
祝
賀
し
た
も
の
。

こ
の
ハ
ノ
イ
で
の
40
周
年
行
事
で
は
、
Ｊ
Ｖ

Ｐ
Ｆ
が
友
誼
団
体
や
個
人
を
推
挙
し
、
以
下
の

方
々
が
友
好
賞
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
団
体

と
し
て
長
野
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
、
埼
玉
ベ
ト

ナ
ム
平
和
友
好
連
絡
会
、
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和

友
好
協
会
、
社
団
法
人
・
時
遊
人
、
わ
ら
び
座
、

個
人
と
し
て
日
本
軍
が
関
与
し
た
「
１
０
０
万

人
餓
死
事
件
」
の
真
相
を
追
求
し
て
き
た
黒
川

吉
衛
さ
ん
ら
で
す
。

祝
賀
会
に
は
、
２
０
１
２
年
ハ
ノ
イ
で
友
好

演
奏
会
を
開
催
し
た
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

常
任
指
揮
者
・
甲
斐
靖
文
様
、
及
び
交
流
委
員
・

大
竹
利
之
様
、
２
０
１
３
年
12
月
日
越
40
周
年

記
念
公
演
を
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
開
催
し

た
「
わ
ら
び
座
」
の
小
島
克
昭
代
表
、
２
０
１

２
年
10
月
工
芸
技
術
指
導
を
ハ
ノ
イ
で
行
っ
た

竹
工
芸
家
・
毛
利
健
一
様
、
２
０
１
３
年
６
月

広
島
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
記
念
行
事
で
歌
を
披
露
し
た
ハ

イ
チ
ュ
ウ
様
、
２
０
１
４
年
５
月
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
ベ
ル
カ
ン
ト
・
オ
ペ
ラ
交
流
公
演
を
行
っ
た

角
田
和
弘
様
な
ど
。
ハ
イ
チ
ュ
ウ
さ
ん
と
、
角

田
さ
ん
は
歌
を
披
露
さ
れ
宴
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、毎
年
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
開
催
す
る
「
枯

葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加

し
て
お
り
、
な
か
で
も
、
グ
ェ
ン
・
テ
・
ヴ
ィ

ン
さ
ん
の
演
奏
す
る
ギ
タ
ー
「
チ
ン
・
コ
ン
・

ソ
ン
の
音
楽
」
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
両
親
を
亡
く
し
、
自
ら

も
貧
し
く
て
怪
我
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ず
、
右

手
を
失
っ
た
が
、
ギ
タ
ー
に
出
会
い
、
苦
心
の

末
、
右
手
だ
け
で
ギ
タ
ー
の
演
奏
す
る
方
法
を

会
得
し
た
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
ヴ
ィ
ン
さ
ん
の

経
歴
を
聞
い
て
、
私
た
ち
が
支
援
す
る
児
童
養

護
施
設
「
希
望
の
村
」
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ぜ

ひ
聴
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
年
３
月
、

や
っ
と
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ヴ
ィ
ン
さ
ん
の
演
奏
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
じ
よ
う
な
境
遇

の
子
ど
も
た
ち
に
、
ヴ
ィ
ン
さ
ん
は
、
優
し
く
、

熱
心
に
、
そ
し
て
力
強
く
、
語
り
か
け
て
く
れ

た
。
子
ど
も
た
ち
も
身
を
乗
り
出
す
よ
う
に
、

ヴ
ィ
ン
さ
ん
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
最

後
は
、
ヴ
ィ
ン
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
、「
希

望
の
村
」
の
子
ど
も
も
マ
イ
ク
を
持
っ
て
歌
い

出
し
た
。「
ふ
ぇ
み
ん
ベ
ト
ナ
ム
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
た
里
親
た
ち
、「
希
望
の
村
」
に
同
居

し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
た
ち
も
素

晴
ら
し
い
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
ほ
か
の
場
所
で
も
公
演
を
し
て
も
ら

い
、
ダ
ナ
ン
、
ホ
イ
ア
ン
在
住
の
日
本
人
た
ち
、

ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
、
ヴ
ィ

ン
さ
ん
の
運
営
す
る
養
護
施
設
に
も
い
く
ら
か

寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

信
州
大
学
工
学
部
外
国
人
留
学
生
と
の	

	

懇
談
会

２
０
１
３
年
12
月
６
日
、
信
州
科
学
技
術
振

興
セ
ン
タ
ー
で
各
国
か
ら
信
州
大
学
に
留
学
し

て
い
る
優
秀
な
学
生
を
支
援
す
る
目
的
で
開
催

さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
３
名
の
ベ
ト
ナ
ム
女
性
が
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
学
ん
だ
こ
と
や
日
本
で

の
生
活
を
上
手
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
当
協
会
に
つ
い
て
初

め
て
聞
く
と
い
う
学
生
も
い
ま
し
た
。
学
部
内

で
は
来
年
度
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生

が
一
番
多
く
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

第
２
回
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
長
野

２
０
１
３
年
11
月
17
日
、
も
ん
ぜ
ん
プ
ラ
ザ

で
「
お
お
、
地
球
人
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
IN
長

野
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
文
化
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
出
展
や
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
世
界
の
民
族
衣
装
試
着
な
ど
、

国
際
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
会
場
に
は
昨

年
を
上
回
る
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
東

京
か
ら
は
東
大
大
学
院
に
留
学
し
て
い
る
男
性

と
そ
の
奥
さ
ん
が
ダ
ン
バ
ウ
の
演
奏
者
と
し
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。
女
性
は
ア
オ
ザ
イ
を
身
に

ま
と
い
、
男
性
は
べ
ト
ア
ジ
の
青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

で
彼
ら
が
持
っ
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
の
土
産
物
を

販
売
し
、
そ
の
収
益
は
ベ
ト
ナ
ム
少
数
民
族
の

子
ど
も
達
の
教
育
費
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
度
は
当
協
会
設
立
10
周

年
に
あ
た
り
、
９
年
間
の
歩
み
や
写
真
、
季
刊

誌
「
ボ
ー
ソ
ン
（
川
岸
）」
を
掲
載
し
て
当
協

会
の
足
跡
を
展
示
し
ま
し
た
。

	

（
会
報
ボ
ー
ソ
ン
№
27
よ
り
抜
粋
）

友
好
勲
章
授
与
祝
賀
懇
親
会
が

　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た

十
年
を
迎
え
た
長
野
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会

ふ
ぇ
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ 

渡
辺
美
里

ふ
ぇ
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ 

渡
辺
美
里

ヴ
ィ
ン
さ
ん
の

　ベ
ト
ナ
ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ィ
ン
さ
ん
の

　ベ
ト
ナ
ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト 祝賀懇親会で挨拶されるドァン・スァン・フン駐日ベトナム大

使（右端）


